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町会所へと発展し，その後，現代にまで命脈を保ってい
1.序 る。 1)
奈良の成立は.和銅 3年 (710)の平城京造営IC遡る。 本稿では旧奈良町(本稿では近世の奈良町を現在の奈
以後75年間.古代律令体制の下で，日本の首都として強 良市と区別するため，旧奈良町と記す)の町会所をとり
い位置を占めてきたが.延暦3年 (784)長岡京遷都とと あげ，会所連築を遺構と文献の両面から検討すること}と
もに，市街地は回国と化した。しかし奈良の大社 ・大寺 よって，その建築的な系譜を明らかにする。それととも
は平城廃都後も荘園領主として残り ，とくに立地条件に lζ，会所の成立過程.および近世奈良町方における町会
恵まれ，外京として条坊制が敷かれた興福寺や元照寺の周 所の機能を探って，地域生活における町会所の存在形態
辺には人家が培え.12世紀には門前郷が芽ばえTこ。やがて そ明らかにするととを目的としている。なお，本稿はす
中世には南部七郷.東大寺七郷などが形成され，商工業 でに筆者らが明らかにしている京都の町会所建築につづ
が発達し，多くの座が結成された。 くもので21.今後，両都市の町会所建築について比較検討
かくして，中世の奈良lとは門前郷から発達した町々が する乙とをも展望したものである。
できあがり ，古代都市とはまったく性械を異Kする都市
となって復興した。延徳4年(1492)興福寺の「奈良中 2.町会所の成立過程一一郷会所から町会所へ
錠法JIC. r奈良中止住の輩は皆以て社寺の公人・披官人 旧奈良町の町会所の前身を採るために，まず中世IC遡
なりJ(r大乗院寺社雑事記J)とあり，門前郷の住人は皆， って門前郷の動向を検討しておく ζとにする。以下.史
社寺の下人や従属民という立場にあり .中世を通じて郷 料上の制約もあって，主iζ元興寺門前郷を舞台として，
を支配する社寺は，衆徒 ・国人を下人 ・従属民として郷 話を進めて行きたい。
i己紹み入れ，その支配力を行使していた。しかし，社寺 }c興寺は奈良時代には，平城京外京.興橋寺の南に隣
lζ従属するとはし、え，郷民は郷の中核を占めていたのも 接して，南北4町，東西2町の伽藍地を中心にして，商
事実で，自ら，団結や自治を育む乙とになった。 院や花園院なとを含めて.南北5町.東西3町の寺地を
郷民が成長し，生活も向上すると， 郷内に神社や仏堂 占めていたとされる。しかし，室町時代の元興寺はかな
をまつったほか，大社寺の門戸をも押しひらいて，より り表微してかろうじて寺観を保っていたが，宝徳3年
開放的なものにしていった。乙の頃になると.大社寺も ( 1451)に小塔院から出た火によって，金堂以下中枢部
郷民らの定力に頼るようになり，造仏などに郷民の結縁 を焼きつくし，倉IJIT以来の五重塔等わずかの建物を残す
を求めるという例も生じてくる。一方，郷民の共同体意 のみとむり，以後.寺巡は大きく傾き.衰えていった3)0 
識の高湯の中で，その結集の場として，郷内に所在する 15世紀後半期のものと推定される，元興寺周辺を摘
仏堂や，神社の境内が利用され，乙とに会所が誕生する いた絵図をみると(輿福寺歳入かって東西2町，南北4
乙とになる。乙うした郷民の会所は.近世になって奈良 町の築地塀lζ阻まれていた寺域は，すでに北半分を失っ
町(現在の奈良の旧市街地)が成立してくるとともに， て2田I四方になり ，周辺の寺関係の地名もすべて郷名が
記され，元興寺がすでに奈良の町屋Kよってとり図まれ
J )大阪ガス住宅設備KK 2)大林組 3)フロンヴ ていたことを示している。一方，元興寺寺内には，培.
イノレホームズKK 4)大阪ガ、ス住宅設備KK 5)西 観音堂，小塔院，そして吉伴堂のみが記され.極楽坊は
武都市開発KK 寺域をもっ一つの寺院として表記され，金堂は位置だけ
( I ) 
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図1 元興寺周辺の絵図
で，怨物らしいものは儲かれていない。乙の衰退しつつ
ある元興寺は，やがて解体を余儀なくされ，近世以後は
極楽坊.大塔と観音~，小培院の 3 つの別の寺院として
命脈を保つ乙とになる。他の旧境内地は，近世初頭には
芝突抜.芝新屋，中新屋，西新屋などの町名か見えるカえ
乙の町々の成立には，旧元興寺の境内が芝の生い茂るに
まかされ.そζIC突銭逃が通じ.新屋が建てζんで行っ
たという状況を想定する乙とができるが，その時期は16
世紀中頃の戦国期であったと推定される。叫そして，かつ
て元興寺の酋金堂とも称された吉祥堂は，いつの頃から
か小搭院から離れて.西新屋町の住民の信仰IC支えられ
て命脈を保ち，近世になると.
吉祥堂.在北側西門限，安吉祥天女像，当町会所也
とあるように，町会所として機能するように変容してい
った <r奈良坊白拙解J)。
一方.同時期のものと推定される繍定院周辺の図(興
福寺-蔵)をみると，町の辻などに多くの仏堂が箔かれて
いる。鵠郷の地蔵堂.毘沙門堂.薬師堂.九納堂.蓮花
地蔵.辰巳小路薬師堂，岩井郷地蔵堂，南市堂，福智院
地蔵堂，総谷地蔵堂.窪辻子の堂.水上薬師などの名称
が記されている。こうした仏堂のうちのいくつかは，先
』ζ見た元興寺吉祥堂と同じように，戦国期の動乱そ経る
なかで.近隣の郷民の成長とも相まって.郷支配の盆へ
と変貌して行く乙とになる。
薬師堂郷の薬師堂は，康正3年(1457)の頃<f大乗院
寺本土雑事記J)，
< 2 ) 
元興寺ノ前ノ薬師堂/郷者，一方ヲハ大乗院家知行，
一方ヲノ、一乗院家知行，薬師堂ハー乗院ノ方ニアリ，
両門知行ヲ打合テ郷ノ名ヲ云薬師堂也，{J)郷ノ トネ
織ヲハ両方知行内ノ年ヨリトネニハ成也，然間トネ
一乗院方ニアJレ時モアリ.大乗院ニアル時も7')， 
不定也，是昔ヨリノ錠也，干今不相違者也，知行ハ
各別也，自然ノ時使等ヲ入時ノ¥自{也案内ヲ令申也.
此門跡ヨリ人夫等ヲ下知ノ時ノ¥ トネ93此方ニアノレ
時ハトネニ仰付之.トネ他領ニアノレ時ノ、只地下へ仰
付也，当年ハトネ当方ニアリ，毎事惣郷事トネ相催
テ，薬師堂ヲ集会所ニ令沙汰会合評定スJレ也.抑当
年小五月銭就下知.薬師堂郷ノ二勝一乗院方ニアリ，
此二勝申テ云，惣郷ヲ薬師喧ト云，是堂ニ付夕 Jレ名
ナリ，堂ハ文一乗院知行方ニアリ，然悶於小五月銭
者為一純可取沙汰云々，希代ノ申状也，如此申入所
存ハ，此小五月郷モー臆トネ事也ヲハ関之テ料足ヲ
不出.此一分ヲ不可出用ニ，新儀ヲ申出也.惣郷/
トネ何ソ此一事計可為各別哉，以外ノ申状不可然之
自仰付了，
とある。薬師堂郷では.郷内年寄から選ばれた郷力者容が
あって集会を招集し.薬師堂において会合評定がもたれ，
郷内問題が処理された。とくに天満宮において能を仕る
禄物代であった小五月銭は，薬師堂郷を含む小五月郷と
よばれる諸郷に課せられたが，次第にカを蓄えてきた郷
民の力によって上納額が減少し.むしろ郷民の祭礼と化
してきたのも，ちょうど乙の時期からであった5)0 そう
した内部の団結と自治を育んだのが， 乙うした仏堂にお
ける会合評定であったことは注目に値する。乙の薬師堂
の本噂は，元興寺の一院の本尊であったとされ<[奈良幼
自拙解J)，本来は元興寺の支配下にあったものだが，近
世には薬師堂町の町会所として存続している。
元興寺境内のー函に所在した毘沙門堂は.絵図による
と舘郷の南IC所在しているが， r大乗院寺社雑事3己』文明
元年(1476)5月26日条IC
於鵠毘沙門堂，筒井以下如一昨日会合
とあり.下車1上の時代といわれた当時，大和武士図のひ
とつで、あった筒井一党が毘沙門堂で集会をもっている。
中世の鵠郷のうちの南半分は，近世になると毘沙門町と
よばれるが， r奈良坊白地解』は当主主の乙とを.
在西側北端.郎当町会所ノ表ニ而町之支配也
と記しているから，中世の毘沙門堂は武士の集会だけで:
なく ，薬師堂郷と閉じように.郷民の会所であった乙と
を恩わせる。なお，本尊の毘沙門天は，元興寺中門堂十
一面観世音の後戸にあった仏像IC比定されており，本来
は元興寺のー仏堂が変容したものである<r南部年中行
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事J)。
九納堂は往古は槻定院の公納所IC因んだ仏堂でtあった
とされるが (r奈良坊目鮒解J)，同書によると.
公納堂旧跡存ス，而為町会所
とあり.近世には公納堂町の町会所であった。他lζ史料
を欠いているが，中世IL遡って郷内の会所を兼ねていた
ζとは十分考えられる。
鱒定院周辺の絵図に記載されてはいないが，町会所と
の関連が想定できる堂字がある。『大乗院寺社雑事記』長
禄 3年(1459)4月238条fC，
倦井郷堂夜前焼失御本地無大事
とあり，倦井郷堂という名称が登場する。『奈良坊目拙解』
によると，近世の格井町の会所にある薬師像は.椿井寺
の本尊であったと伝えており，椿井郷堂とその本地仏と
は系譜がつながると考えられる。その名称から，郷民の
堂であったことを恩わせる。
また 『大乗院寺社雑事記』文明15年6月23日条に
一昨夜，幸郷民等於地下堂大酒感
とある幸郷の地下堂lま，その名称とともに，郷民の会合
の場と考えられる。なお幸郷では前年の 3月18日IL薬師
堂を焼失しており(同記).乙の地下堂は薬師堂の系譜を
ひいたものではなかったかと恩われる。
さらに南北郷之堂というものもある。 『多門院日記』永
正3年(1506)10月14日条に
今日自漆蔵軒使僧二人差上，南北郷之堂ニテ奈良中
地下人.本主ヲ被注7.両沙汰衆罷出注之撃
とあり，細川氏の部将である赤沢朝経(浮蔵軒)が奈良
に進駐し，奈良の支配をはじめるが，乙の時，奈良中の
地下人，本主を乙の堂において検注している。乙の赤沢
氏という他国武士の奈良支配によって，伝統的な奈良の
社寺や衆徒・国人らの支配権力は後退し，かえって郷民
の力は増し，社寺領主権を越えた総町一体化組織が進む
が，南北郷は，三条通を墳にして，それぞれ南郷，北郷
に分れた地域的な組織である。なお南北郷之堂について
は，文明7年iζ南北郷民が祈雨をした時lζ南円堂におい
て郷々の燈飽を懸けた乙とがみえ (r大乗院寺社雑事
記J)，またその所在地が三条通に近いととなと。から，興
伺寺の南円堂tζ比定する乙とができょう。
以上，史料の制約から，主iζ元興寺およびその周辺の
仏堂について検討した結果，康正3年 (1457)の薬師堂
郷の薬師堂の記事を初見として.およそ15世紀後半期lζ，
少なからぬ仏堂が郷民支配の堂に変容し，乙乙で集会が
もたれたこと，そして近世奈良町の町会所は，こうした
門前郷の仏堂K起源があることの 2点を明らかにした。
なお，寛文5年 (1665)4月2日付の東向北町では.
( 3 ) 
町会所のことを 「町之堂屋敷」と記しており(同町 『万
大帳J).また江戸中期lζ著された『南部年中行事』によ
ると，新しく奈良町の住人に仲間入する乙と，すなわち
会所入のζとを，古語lζ 「堂入Jと称したとある。乙う
した事実は.仏堂から町会所が成立してきた過程をよく
物語っているものと考えられる。
最後lζ近世初頭における町会所をめぐる動向を検討し
ておきたい。まず慶長7年(1602)から同9年にかけて
行われた検地水帳によると 6).旧奈良町関係は1カ町が
現存している。 ζの時期になると，郷という名称はなく
なり，町を称しており.旧奈良町地場の都市化が進んだ
ことが窺えるが.1カ町のうち高天町，芝屋町，小西町，
下御門町の4カ町に会所が所在した乙とが判明する。つ
まり.まだ!日奈良町では3分の l程度の町に会所が設け
られているにすぎない状況であった。
っついて 『南都年中行事』によると，
寛永年の頃以後は.町人が家造等美しく花警になっ
て，一町宛fC木戸門で境界を正しくして.その町毎
fC各宿老年番役を撰んで司とらしたので，諸事町役
言平定する寄合所を造って.乙れを町会所といった
とあって，寛永年間(1624-44)I日奈良町において町会
所が一般化した乙とを知る乙とができる。寛文10年(1670)
8月付の 「奈良町北方弐拾五町家職御改帳J7)は，当時の
奈良町のうちの北方25町の町年寄と月行事が.それぞれ
の町内居住者の戸主の名前，家職，家屋間口，軒役数を
吟味して書上げ，乙の地域を支配範囲と していた町代加
兵衛がまとめたものであるが，それによると雪上げが袋
っている21カ町のうち13カ町すなわち 3分の2の町に町
会所が設置されており.ひろく町会所が普及していたζ
とを恩わせ.r南都年中行事』の記述を裏付けている。
以上，近世初頭における町会所の存在形態について検
討した。 17世紀初頭の段階では門前郷ではなし町に発
達しているが，会所は判明する限りにおいては 3分の l
程度の町に設けられているにすぎず，ょうやく 17世紀中
頃になるとおよそ 3分の2程度の町lζ町会所が普及して
いた。旧奈良町で町会所がひろく 一般的になるのは.17 
世紀前半期と考えられ，r南都年中行事Jfζ記された寛永
年間 (1624-44)という時期は，妥当なと乙ろといえよ
フ。
3.町会所建築の形態とその系譜
乙乙では町会所建築の形態を，まず近世の史料によっ
て可能な限り明らかにし.ついで現存する奈良の町会所
を実視IJ調査に基いて紹介し8)・最後に町会所建築の系譜
を歴史的に考察したい。
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表 1 近世奈良町の町会所の形態
(仏 堂型}
!.IiC市営町|薬師堂 (.Ji:興寺の一院)
奥業師町|業師堂 (旧名飽拳樹院〉
I羽 市町|薬師堂，本尊薬師如来座像，十二神将
縫本町l選法笠.本尊薬師如来
f(t )ド 田rl権井寺1日跡，本尊薬師像
下三条町|法楽寺.薬師如来
公納堂町l公納世旧跡.本尊阿弥陀如来
W:#林田rl大興院(兄興寺の一院)本尊阿弥陀仏
光明院町IJtll蔵堂本尊地蔵立像(光明院の旧仏か)
鳩 町| 地蔵菩薩(古仏)
必御門 IT1 i!!i光院の地蔵堂
丙新民町|地蔵堂 (小搭院の旧跡)
吉祥堂.吉祥天女像
上三条 町|町会所.毘沙門天
東滅戸町 1:安養寺!日跡，大黒天像
京終町|大':;<:(郷会所)本尊大日(服寺本~)
(仏堂・神絢裂)
中院田r1薬師宅(会所表)
在日社 (会所裏)
~御門町|観音堂観世音は春日の本地仏
|容白神社
小河町|宝積院観音堂
.it祖神寓 ・天川弁2天宮
出沙門町|飽沙門堂(会所表)(元興寺中門堂安問の旧像)
八幡小伺(会所庭)
角飯田rl大慈続久福寺(本郷会所)
fI1明神(新屋町会所)
井上町|清福寺
|八王寺熊野権現
;(夙l今町r1無縁堂(のち霊光寺になる〉
白ilJ権現社 (会所裏)
(神網整)
高点目TI.ff日神社(会所裏)
荒神石 ( " ) 
稲荷神宮
北風呂町|容臼神相 (会所奥)
北ヨ室町|春日神伺
餅飯殿町|七所弁財天
本子守田rl弁財天社(会所庭)
下綴大門|弁財天宮(会所裏)
手鎖田rl弁財天宮(会所裏)
西減戸田TI弁財天社(会所裏庭)
油坂町|勝手明神社(町会所哀)
rlJ 筋町|勝手明神社
勝 l羽院町r1住吉明神
下ノ御門田r1被本明神社
今辻ヂ町|九頭明神社
内{与原町l八嶋祇歯社 (町会所内)
JI:林院町i四之宅明神
所在地
図ツ辻南西角
東}j行当
北側1西門限
小路の奥
南辻丙角
j七割1
商側
西国.1中程
北側1i!!i門限
JI:併l
四ツ辻南西角
東側
北側辻子角
北側1
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まず近世iζおける町会所建築の形態を検討したし、。そ
の概要を杷渥するため1':，近世lζ着された地誌の類から
町会所の形態がある程度判明するものを集めて， 一覧表
(表 1)にしてみた。その結果.町会所に祭杷された町
内の信仰対象が，仏像であるか神初であるかによって，
町会所の建築形態も大きく異なる乙とが想定できた。す
なわち本尊仏をまつって町会所とするもの，会所と同じ
敷地内1':神伺のあるもの，そして会所内IC仏堂と神符が
併存し.両者の性格を併せもつものの3タイプである。
ここではそれぞれ「仏堂型H神拘型H仏堂・神伺型Jと
名つけた。なお.乙の3タイプは，当時の地誌に特別に
記された町会所の形態であり， ζれ以外iζ外見上は一般
の町家と大きく変わるところのない町会所が多数存在し
たととが想定でき.乙れを 「町家型」と名づけて以上の
3タイプにつけ加えた。
つぎに近世における町会所建築の形態が判明するもの
をいくつか紹介しておきたい。薬師堂町の町会所は，年
紀は不明ながらも江戸期のものである「薬師堂町惣間数
改書出し帳J(天理図書館所蔵保弁文庫)によると，町内
西頬北端の四つ辻に面して，表口5間，奥行6間3尺5
寸の「薬師様御堂舛会所」があり，その北iζ間口 l間2
尺8寸，奥行6問3尺5寸の「番所」が附属しており .
辻に建つ薬師堂が町会所を兼ね.r仏堂型Jであったこと
が確認できる。
諸事控Jによると.それ以前は敷地の奥iζ弁財天社があ
り.手前lζ町会所席が配され，表通りに面して町有借屋
が建てられていたが，神初が裏手1':鎮座するために参詣
人がなく，その対策を考えていたと乙ろ，表の借家が老
朽化して大破したため.乙れを撤去して跡地f1':神社を移
ゅ ρ。喝 ヱも 判此"';1刊
日|町子l日ト
図2 天保9年の餅飯殿町会所
して新たに拝所を設け，また表通りK面して表門と高塀
を新調したというものであった。乙の記録から.r神伺型」
は神伺と別様の会所家をもった形態である乙とが具体的
に判明した。(天理図書館所蔵保井文庫)
東向北町では「万大帳J9)と呼は.れる年代記が遣ってい
て，宝暦7年(1757)と文久4年 (1864)f1':新築された
町会所の一端が判明する。宝暦度の町会所は.間口4間，
奥行4間2尺5寸の規模をもち，座敷(6粘，床付，竹
縁，戸袋入中座敷 (6帖.差鴨居入).玄関(4帖).台
所(4帖半)，そして番所(1間四方)という構成であっ
た。また文久度のものは，座敷(6帖，床之間，違棚)， 
中之問 (8帖)，玄関(6帖にひろ しき(南北2問.東西
餅銀殿町では，町会所は町内西頬中央付近1':所在した 1間)という構成をもっていた。いずれも専用の町会所
が，天保9年5月の年紀をもっ「弁財天雨覆御普請ニ付 として建てられたものであるが， r仏堂型Jや「神拘型Jfζ 
表2 現存する町会所の形態
町名 会所祭犯の神仏 会所形式 会所建築年代
西新屋町 青面金剛，吉枠天 仏 堂 型 大正初年
瓦堂町 地蔵尊 " 昭和27年
勝南院町 住吉明神 神 1司 型 明治27年
東城戸町 大国主命社 " 昭和初年
内侍原町 八嶋明神社 " 昭和15年
京終町 天神社 N 昭和37年
中辻町 海造稲荷社 " 昭和43年
東向中町 弁財天 N 昭和7年
北市町 戎社 " 昭和40年
南市町 戎宇土 N 不 詳
今辻子町 住吉明神 " M 
瓦 町 若松明神.地蔵 仏堂 ・神伺型 明治45年
井上町 弁上明神，観音 " 昭和1年
西御門町 見初明神，地蔵 N 昭和42年
角飯町 隼明神，地蔵 N 不 詳
元興寺町 白山権現，大日如来 " " 
東管鉾町 回I 家 型 " 
東向北町 M " 
( 5 ) 
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属するものではなく.少なくとも外見上は一般の町家κ
近いものが想定でき.本稿で 「町家型jと名つけたもの
に属すると考えるととができる。なお，座敷lζ床，違棚
を構え，中座敷あるいは中之問と併せると広い一室にな
る.ように計画されている乙とを思わせる点，さらに苔所
を付属すると乙ろなどに，町会所としての性格がうかが
える。
つぎに.現犯の奈良市内のー函を占める旧奈良町内に
現存する18カ町の町会所の慾築形態を，実測調査に2まい
て分類 (表2)してみた。その結果.i仏堂型Ji神伺
型Ji仏堂 ・神桐型Jr町家型Jという伝統的な町会所形
式がすべて確認できた。以下，その特色を記しておきた
「仏堂型」
ζのタイプlζ属するものは，西新屋町.瓦堂町の町会
所である。
写真 1 酋新屋町会所外観
西新屋町の町会所(写 1)は，間口2問.奥行2間半，
外観屋根切妻造平入，本瓦琵の建物で，敷地いっぱいに
表通りに面して怨つ。正面は，ほぽ全面K格子戸をはめ，
内部は8畳の座敷の正面iζ須繍墳を置き.厨子の中1:背
面金岡1.吉符天.地蔵の三尊を安置する。本噂，!1罰金伺IJ
k因んで.60臼』ζl回ずつ巡ってくる庚申の自には.堂
内で庚申識が催される。 ζの町会所は，仏堂がそのまま
会所家と して利用され，また参拝者は堂の正面からも拝む
ことができる点に特色がみられる。
「神伺型J
乙のタイフ，OIL:属するものは9例あり.半数近くを占め
る。ともに敷地の中に神伺をもっているが，会所家とし
て別練のil物を配する場合と .t:平般を会所lζ転用する場
(6 ) 
ロロ
図3 東城戸町会所現状平面図
合の2つに分類で・きる。
前者は東減戸町の例 (図3)で，正門を入ると右手に
町内で信仰する大国主命を祭桐した神社と拝殿があり.
藤棚をはさんでー会所家が建つ。会所家は外観入母屋造妥
入で，内部は，入口を入ると式台があり. 6帖の玄関の
間.その奥に各々10帖の座敷が3室つづき，奥の間と中
の間には床.違棚を設けて格式をつけており .さらに神
伺iζ而して縁を巡らせている。座敷が各々10帖と広く，
さらに続き間iζなっており .さ らに床 ・棚・式台などで
格式を演出していると乙ろに，町会所il築としての特色
をうかがう ζとができる。同様の織成を示すものに，京
終町会所，南市町会所などがある。
一方，内侍原町の会所(写 2)は，敷地の正面に八崎
明神を祭犯する神間があり.その前に害IJ拝殿が建つ。乙
の割拝殿は.中央の馬道部分iζ板を渡すと左右の部屋が
一体のものになり，右手の部屋には床も設けられており，
内侍原町会所外観
谷他:旧奈良町の町会所鐙築について -193-
図4 角振町会所現状平面図
写真3 角振町会所外観
乙とが会所建築を兼ねている。同様の構成を示すものと
して，中辻町会所がある。
「仏堂 ・神伺f型」
角仮町会所(図4.写 3)は隼明神，地蔵を祭把して
いる。敷地の左半分には隼明神の社と拝殿が建ち，右iζ
会所家を配す。会所家は「神伺型Jの別棟会所のプラン
をもち.10帖半の席数をもつが.奥iζ厨子を設け .ζ 乙
tζ地蔵菩薩を安置し，表通りからみた外観も切妥造の?l:
側正面lζ庇と格子を設けて， ζとから地蔵噂を参拝でき
るようにしており，西新屋町会所と同じようκ「仏堂型」
の側面も併せもたせている点に特色がみられる。
永い歴史と伝統を有する旧奈良町では，会所iζ祭犯す
る神仏にも変転がみられ，必ずしも単一の神仏を信仰す
るわけではなく，神仏混浴の習俗とも相まって，両者を
混然と祭犯する町会所がみられる。そこに 「仏堂 ・神初
型」が成立する理由がある。
「町家型」
東笹鉾町の町会所は，外見上は一般の町家と変わりな
いが，内部に入ると玄関lζ舞良戸を入れ.長押，床を設
( 7 ) 
けて格式を演出しており.町会所の体裁を整えている。
なおこれら現存する町会所の所在地は，多くは町の中
央部付近に所在する傾向があり，乙れは町内コミュニテ
ィの核であると乙ろから，中央部』ζ立地させたととを恩
わせる。
ところで，近世の地誌類から明らかlζされた町会所の
形態のうち.1仏堂型Jと「神伺型」はほぼ同数であった
が.現存するものでは.1仏堂型J2例iζ対して「神拘型J
9 OfJとなり.後者が圧倒的lζ多数を占めている。乙の点
について最後に検討しておきたし、。
明治23年(1890)に著された 『平城坊目選考J，乙次の
ような記事がある。
中院町 薬師堂を廃し，本尊は全町番伝寺へ移安す
光明院町地蔵堂，今廃して遺跡なし
西新屋町 吉祥堂を廃し，本尊吉祥天女，及地蔵尊，
百面金問リ童子.今尚町内κ保護す
箆沙門町毘沙門堂本尊多門天，当堂を破媛し.本
主事を十輪院町法徳寺表門の傍lr.移す
乙れら 4町では，近世Iζはともに仏堂を会所として使
用していたが，明治以後に仏堂を嬢し，町内で信仰して
いた本噂を他の寺などに移しているo改めて詳述するま
でもなし明治初年.新政府の神道国教化政策K;gっ・く，
廃仏毅釈の連動lζよって.仏教関係の破壊が行われたと
とによるものである。現在.1仏堂型」の町会所をもって
いる西新屋町でも，近世には町内ヨコ町は吉祥堂を，タ
テ町では地蔵堂を町会所としていたが(r奈良坊目制解~j) • 
明治初年に吉祥堂が廃され，のちに地蔵堂の位ír，~lr.合把
されて再興されたものが現在の町会所の姿であり，乙乙
にも廃仏製釈の影響がみられる。
以上.近世の史料および現存遺構から町会所の建築形
態を検討したが，大きく分けると外見上一般の町家と大
きく変わると乙ろのないもの (1町家型J)と，外観や建
築構成の上で特に目立った特色をもったものとがあり，
後者はさらに本尊仏をまつって町会所とするもの (1仏堂
型J).会所内K神伺をまつるもの (1神伺型J).会所内に
仏堂と神桐が併存するもの (1仏堂 ・神荷型J)に分類で
き，合計4タイプの町会所が存在したζとが明らかにな
った。 とりわけ町内で信仰する神仏によって仏堂や神伺
を配するものが多数存在するJ~，K. 旧奈良町lζおける町
会所建築の形態的特色がみられる。
18奈良町の町会所fi築のうち，1仏堂型」はすでに前節
で明らかにしたように，中世K遡ってその成立が確認で
きた。 「神伺型jについては史料的には中世にまで遡れな
いが，一般に中世村落では神社は一味同心の湯として使
われていたことから，その祖裂は中世にあるとみる乙と
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ができる。乙れに対して， i町家型Jは近世奈良町の都市
化!r_伴う町会所普及の過程で一般的になった建築形態で
あろうと考えられる。なお近代の廃仏設釈によって「仏
堂型jの多くはし、ったん消滅し，そののちに復興された
ものが現代K伝わっている。
現存する町会所建築は.以上のような変容を経てきた
ものであるが，その建築形態の中になお神仏信仰を核と
した中世的な面影を残しているととろに旧奈良町の町会
所建築の特色を指摘するζとができる。
4，町会所の機能
乙乙で近世奈良町の地域共同生活における町会所の役
割lを文献によってみておきたい。 f南都年中行事』正月14
日の項をみると，i奈良町方参会」として
民屋の町々はとの日その町会所1<:集って宴を設け，
その町内の諸事祝儀礼銀等を納め，あるいは新しく
会所の列座につらなる人はこの日より交りをする
とある。寄合のうちでも，年頭の初寄合は乙とに重要で，
町の規則を定め，それぞれが署名連印してその遵守を誓
った。小西町では，町会所である宝積院で町内の法令を
読み，儀式を司るとあって.その一端がうかがえるCf奈
良坊目拙解J)。また町内で祝いごとのあった家から祝酒
を出すなどして，個人の喜びを町全体で分かちあい.親
睦を深めた。安永3年(1774)に井上町の初寄で定めた
条目Kは(同町所有 『井上町年代記J)，
定自覚
一、会所入 銀登枚
積銀 同弐枚
一、 表替 同拾枚
但し:米弐斗代也
一、養子酒 銀拾匁
一、万指二荷 同弐拾匁
三種
一、婚礼 同宣枚
並振舞料
一、水樽 同三匁
一、嫁入酒 同三匁
一、子酒 同三匁
一、入婿並ニ表変 金弐百疋
但シー親ニても御座候時ハ養子酒ニテ相済
一、家相続不相成，引取候分は.縄~I十分一七分銀
振舞料，出銀為致可申者也
一、縄引振舞料
但シ銀萱貫ニ付，八拾匁/割合也
一、会所入之儀ハ，此後少シにでも不納有之候てハ
C 8 ) 
何れニても不相成候事
一、借家分，子酒・水椅，弐匁ッ、也
右之通相定者也
と定めている。初容では，乙のように細かく定められた
祝儀を町lζ納め，また新しく町Ir越してきた者を初めて
仲間として認める会所入を行った。そののちに「年寄中・
若イ衆中江昼八ッ時より朝五ッ時迄箆酒振舞Jって，宴
を設ける習わしになっていた(東向北町『万大帳J)。
町会所での寄合は，以上のように町内 「自治jの拠り
所であった。しかしこうした「自治|機能は，封建社会
にあっては上意下達の受肌とされた。すなわち徳川政権
は奈良を重視して直轄領とし，奈良代官(のちに奈良奉
行)をおいて掌握をはかり ，慶長9年(1604)i町切」を
行って諸郷に町名を称することを許し，町内 I自治Jを
認めるとともに，行政組織の末端の単位としたのである。
『井上町年代記』によってその様相をうかがうと，奉行
所からの触状は町会所の寄合を通じて町内K徹底され，
同時に町内一統の連印で途乱なき旨を誓った請状が作成
されて奉行所宛IL提出されている。また町中職業一覧等
も町会所で作成されて番所Ir提出され，土地台帳や帳簿
が保管されるなど，行政業務の一重量を担っていた乙とが
明らかになる。なお，薬師堂町の会所である薬師堂の棟
上に，宝永2年(1705)Iζ奈良町中の火見櫓が設置され
た乙とや，宝暦10年(1760)に島津侯の伯母が来市した
時lとは，奉行所よりの依頼で井上町会所が御用人の宿泊
所になったのも.同様の性格によるものであろう。
一方，奈良の町会所は，中世以来の伝統にたって，町
内の信仰の核としても機能していた。f商都年中行事jに
よると，正月21日の項は， i春日講」として，
昔よりかすが乙うと言わずに，しゅんにちと唱えて
きた。当日南部の町々乙とIr，会所あるいは頭犀な
どに集会して，各春日社iζ詣るのをその町の神事と
している。あるいは十一日iζ執行い，また正，五，
九月の両度jζ勤めるのも多い。皆その町の恒例によ
っている。
とあり .同じく 2月15日の項では，
南京町家の町会所にも多くは浬繋像画を掛けて浬繋
講を営む所があった。南都町家先年はみな郷民で，
各郷内iζ草堂または焚字があって集会したので，今
寺院ではないけれどもその遺風である。
と記し，混繋講も喜喜んであったととが判明する。同時!<::，
乙うした習俗は中世の遺風であると指摘している点が注
目される。すでに明らかにしたように，旧奈良町におけ
る神仏信仰は中世の門前郷にまで遡り，それが近世にも
風習として伝えられていた乙とと符合している。なお，
谷他.旧ぷ良町の町会所w築について 一195-
近代になると，町会所の存在を支えていた行政機能が市
町村iζ移り.その存在愈畿の半分は消滅するが.1:1奈良
町では町内の信仰m団である講によって町会所の命脈が
保たれ.現在にまで存続させる力となっている10)0
もうひとつ，奈良の町会所の機能として注目されるも
のに，相互扶助がある。『井上町年代記JJi:禄9年(1ω6)
の記事K，
一、会所銀弐宵六給自在合申候，当年八木 (米)高
値.布下位故.世間も乙んきニ御座候ニイ、t.此銀
町内会所入之衆中弐拾六軒役ニ銀壱軒役ニ拾匁
頂り申候.町之入用之時分ニハ何ニ而もliIし口I申
候，LB.此銀町内家買之十分一銀，会席銀;行事たま
り銀也
とあり，生活が困おした時には.それまで、家22口1:際し
て買主から町内K納められていた「十分一銀J(先買債の
十分のーを納める)を，会所銀として積立てていたが，
乙れを町内の家持に分配して急場をしのいでいる。 1軒
あたり銀10匁という額は.当時の米相場で米 l斗分にあ
たる。
また，南北郷の会所であった南円堂を再iUする時や.
隣町が火災K遭った時.近年では昭初2年 (1927)の丹
後震災時など，会所で寄付金を集めて義摘に役立ててい
る。さらに明和8年(1771)，丹後国からはじま った「お
際参りJには，会所を宿泊所として参宮の人々に関般し.
米を持っている人にも.持っていない人にも.随行して
おり cr井上町年代JeJ)，文政13年(1830)阿波間からは
じまった fお蔭参りJにも.町会所が施行宿となってい
るcr井上町年代3司，東向北町 『万大帳j)。
なお，町会所を中心とした日常の地級生活をうかがわ
せるもの1:，元禄3年 (1689)1:おける井上町の会所道
具党がある cr井上町年代3己J)。
会所道具:rJ:
一、くわんおんニ体 一、香ろ弐つ
一、ねはん壱ぷく 一、花ぴん弐つ
弥兵衛殿ニ有 一、心経桜告つ
一、地蔵壱ぷく 一、さげ'U壱組
一、 三社壱ぷく 一、茶弁当壱組
一、たたき鈍を丁 一、たぱ乙盆弐.ii!iり
一、とうろをつ 一、ごはんて面
一、つりとうだいをつ 一、せうぎはんを面
一、長持壱つ 一、戸だなをつ
一、まく壱はり 一、折敷LI人
一、書まく壱はり 一、わん廿九人，ij
一、ぬりおけ壱何 一、かな色をつ
しょくたいをつ 一、ゆせんてっ
(9) 
一、あんとん壱つ 一、めし次三つ
一、すだれ弐軒 一、肌廿
内壱軒清兵衛殿 一、やき物皿四つ
一、膳組弐つ 一、まくら九つ
一、たる弐つ 一、あてねはんど壱つ
一、あま鉢弐つ 一、入子を組
一、めしびつ壱つ 一、舛，ε丁
一、まなし、た三つ 一、なベ三つ
一、平.切三つ 一、かま二つ
一、におけ壱荷 一、小なべをつ
一、おけ弐つ 一、上ひはち壱つ
一、かなほ.う壱つ 一、大太鼓壱つ
一、書たい乙壱つ 一、とびゃうし壱つ
一、小刀壱つ
一、硯絡をつ
一、双六ばん壱組
北ノはし次郎兵ヱ殿ニ有
元禄三作.午ノ六月十三日
双六盤， s盤.将棋盤などを備えている ζとから，町
会所が町内での娯楽の場となっていたことがうかがえる。
また，めしびつ.鍋， ~長 ， まな板，椀29人前.山20枚な
どは.初智子のあとの共同飲食の道只であったろう。さら
に観音2体.程祭1幅，地蔵l幅， 三社1帽などは.消
福寺という寺号をもった井上町会所における.信仰の対
象であった。いずれにしても，町会所には地場の生活共
同施設として.かなり整った設備が備えられていたとい
えよう。
以上，近世史料をもとに，近世奈良町における町会所
の機能といったものを一瞥した。その結果.町会所の役
割は，町J)修行所による町支配の受mとして.行政業務の
末端に速なってその一翼を担う一面とともに，町共同体
の意志、を決定し.相互扶助を行なうという町内 「自治j
の会合所としての存在意義があり，さ ら』ζ町内が共有す
る神仏を信仰するための核として大きな比重を占めてき
た乙とを明らかにした。
近世の奈良町は，様々の人がmってイ下むm合社会であ
ったため，そ乙で秩序ある地域快活を維持するためには
多大の努力か必要とされ.そ ζ』ζ町会所の寄合が必要と
された。その中でも.鶴市化による変貌をうけながらも.
中世に遡る伝統をもっ神仏信仰を級者?として，町共同体
の結*がはかられ.さらに近代になって町会所での行政
業務が消滅した後も.講という信仰集同によって町会所
の存続が支えられてきた点1:，大きな特色を見出す乙と
ができる。
-196一 イT 居学
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旧奈良町の町会所建築をとりあげて種々検討を加えて
きた。その結果，っき'の点が明らかになった。
①!日奈良町の町会所の起源は中世奈良の門前郷Ir:遡り.
史料上で判明するのは，康正3年(1457)元興寺門前
薬師堂郷の薬師堂において郷民の集会評定がもたれた
ことを初見として，およそ15世紀後半期には，それま
で寺院の支配下にあった仏堂のいくつかが郷民支配の
堂に変容し.乙 ζが郷民の集会の場になった。乙うし
た門前郷の会所が近世奈良町の成立ととも1(，町会所
1(転化する。
②近世初頭における町会所は， 17世紀前半期の寛永年間
(1624-44)になって旧奈良町全域にわたって各町で
設置されるようになった。
③18奈良町の町会所建築の形態は.近世の史料および現
存遺構の考察により.外見上一般の町家と大きく変わ
ると乙ろのないもの(本稿では「町家型」と仮称した)
と，外観や建築構成上で特Ir:一般の町家と区別されう
る形態をもったものとがあり，後者はさらK，本2事仏
をまつって町会所とするもの (f仏堂型J)，会所内』ζ神
洞をまつるもの (f神伺型J)，会所内lζ仏堂と神桐の両
方をまつるもの (f仏堂 ・神伺型J)Iζ分類でき，合計
4タイフ。の町会所建築が存在した。とりわけ町内で神
仏を信仰する ζとICよって，仏堂や神桐を配するもの
が多く存在するととろに，旧奈良町における町会所建
築の形態的特色がみられる。
③旧奈良町の町会所建築の 4タイプのうちJ仏堂型Jf神
伺型」の視型はともに中世の門前郷に遡るとみられ，
「仏堂・神間型Jは歴史的経過の中で，両者が混浴し
たものと考-えられる。乙れに対して「町家型Jのもの
は，近世奈良町の都市化Ir:伴い，寛永年間以降の町会
所の普及とともにひろく成立した形態であると考えら
れる。
⑤現在の18奈良町における町会所住築の形態は，基本的
には I仏堂型Jr神伺型Jr仏堂・神伺型Jf町家型Jの
4タイプiζ分類でき.近世奈良町の伝統を継承してい
る。しかし近世では「仏堂型」と「神伺型J1(分頬で
きる町会所がほぼ同数であったのに対して，現存する
ものは「神桐型JIζ比べて「仏堂型jの遺構が圧倒的
Ir:少ない。乙れは明治初頭の廃仏段釈が大きく影轡し
ているものと考えられる。
⑥近世奈良町の地域生活における町会所の役割は.一面
では町奉行所からの触の伝透，請状の作成，土地台帳
や行政資料の保管など封建支配における行政業務の末
端Ir:速なる性絡をもっていたが.一面では「自治J~J 
な運営が行われ，町内の居住者は寄合の決定に従って
生活を営み，また相互扶助の場としても機能していた。
⑦町会所での寄合は，町共同体の結束を固めると ζろに
B的があったが，特に|円奈良町の寄合は.神仏信仰が
大きな比重を占めていると乙ろに大きな特色を見出す
乙とができる。乙うした神仏信仰の起源は中世に遡り，
近世・近代の都市化の過程で変貌をうけながらも，議
という形で現代にまで命脈を保っている。
③以上の①から⑦の諸点を総括すると， I日;奈良町の町会
所は，その成立事情，建築的形態，および機能のいず
れの面をとってみても.神仏信仰が大きな比重を占め，
乙うした信仰を紐帯として町共同体の結束がはかられ
た点iζ特色を見出す乙とができる。一般に近世におけ
る町会所は.町内のJfI務のために町役人が寄り合った
場とされ，大阪の町会所は江戸時代Kなって町政機関
の末端として設定されたために， 町年寄や町代が勤め
る事務所的な性格をもっていたとされ，また奈良と同
じように中世末に遡る伝統をもっ京都の町会所でτは，
近世の郎市化の過程で信仰的な性格が早〈失われてい
る。それに対して旧奈良町の町会所は，神仏信仰を色
濃く残し.中世的は形態を多く保持しつつ.その建築
形態を現在にまで伝えている点に，独自の存在意義が
見出せる。
(10) 
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I )永島福太郎『奈良J(吉川弘文館刊)
元興寺仏教文化研究所編『元興寺J(中央公論美術出
版干Ij)
2 )京総大学工学部建築学科建築史研究室編 『祇箇祭山
鉾町会所鐙築の調査報告』
なお先行論文として.川上貢「近世における町と
村の会所J(日本悠築学会大会学術講演梗概集・昭和
49年)があり，本稿もその成果によると乙ろが大き
b、。
3 )大問実「元興寺J(r南部七大寺の研究』中央公論美術
出版刊所収)
4)工藤圭章「ナラ街区変遜過程の研究J(私家版)
『元興寺J(前掲)
5 )和田義昭 「中世南郁における郷民祭礼の基盤J(r芸能
史研究J)
6) r庁中漫録9，揚麻万名勝志添上9J所収
7)伊藤ていじ時土より史料の提供をうけた。記して謝
意を表する次第である。
8)あらかじめ『奈良坊日拙解H南部年中行事』によっ
ておよそ18世紀中期における町会所所存地をリ スト
アップし.乙れが現存するかどうかを現地で確認す
谷他，旧奈良町の町会所建築について ー 197一
9) r日本都市生活史料集成(門前町)J所収
10) r奈良市史(民俗編)j(古川弘文館刊)
るとともに，聞き取り作業を通して文献に洩れてい
る町会所も極力銀した。したがってζの18カ町とい
う数字は今後の調資によっては僧加することもある。
なお凋資時点、は昭和58年8月現在である。
(昭和59年1月61:1受開)
Summary 
The Meeting Places in Nara -Machi， keep to the medieval residue (a religious life in 
the gods and Buddha) in its process of blrth， the form and the function. 
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